
 

 

   （公財）大阪対がん協会 がん研究助成奨励金 

２０１９年度贈呈規定  

 

1．贈呈の目的  

がんの予防と治療に役立つ専門的研究に従事している個人、またはグループの

研究を助成・奨励することを目的とする。  

 

2．贈呈の対象  

Ａ）大阪府においてがんの予防と治療等に関し、基礎、臨床及び疫学に専門的

に取り組んでいる満４０歳未満（２０２０年３月３１日現在）の人、看護・患者支

援・緩和医療等に専門的に取り組んでいる満４５歳未満（２０２０年３月３１日現

在）の人に限る。  

Ｂ）この助成奨励金を２回受賞した人は除く。  

Ｃ）過去に受賞した研究と同一内容の研究は応募できない（申請者が別人の場

合を含む）。ただし、受賞後に新たな研究内容が加わった場合は応募できる。  

Ｄ）応募した研究について論文等を発表する場合は、大阪対がん協会の助成奨

励金を受けた旨を付記する。また、受賞１年後をめどに、研究成果報告書  

（実績報告書）を協会に報告をすることを条件とする。  

 

3．贈呈件数と贈呈額  

基礎、臨床、疫学で１２件まで、看護・患者支援・緩和医療等で３件までを選び、

それぞれに３０万円を贈呈する。  

 

4．応募方法  

応募用紙は本協会所定の申請書を使用し、以下の項目を記入する。  

Ａ）申請者の属性＝氏名（捺印）、生年月日、所属、職名、所在地、電話番号、Ｅ

メールアドレス、自宅住所、略歴  

Ｂ）共同研究者（ある場合）＝氏名、年齢、職名  

Ｃ）研究題目・分野別（分野は基礎、臨床、疫学、看護等を明記）  

  分野は研究内容と一致としたものでなければならない。なお、選考委員が申

請分野に該当しないと判断した場合は、分野の変更を考慮する。  

Ｄ）所属長＝氏名（捺印）、職名、所在地、電話番号  

（申請者の所属について確認するため）  

所属長は、大学の場合は研究室を代表する教授、医療機関の場合は診療

科の代表者（外科部長、内科部長など）とする。なお所属長が選考委員にあ

たる場合は、所属長の上席にあたる者が記入するものとする。  

Ｅ）研究の目的・内容（内容は、審査基準となる３項目に分けて記入）  

Ｆ）申請者の実績（直近から順に５編以内で記入）  

Ｇ）同意事項（報告義務についての同意）  

Ｈ）受賞の有無（この奨励金の受賞の有無） 

 



5．審査基準  

研究内容の欄に記入する３項目は以下の通り。選考委員が審査の際に判断基

準とする。  

①  研究の新規性（当該研究のオリジナリティ。過去なされていない研究を手が

けることに価値があるとの考えに基づき、新規性が高いかどうかを判断）  

②  研究計画・進捗状況（研究の方針が現実的に可能かどうか。すでに着手して

いる場合は進捗状況も含め、研究の将来計画が妥当かどうかを判断）  

③  がん医療への貢献（がん医療における重要度と当該研究が成就した時にが

んの予防・診断・治療にインパクトを与えるような研究を高く評価）  

 

6．選考方法  

応募された研究は、選考委員が「基礎」「臨床」「疫学」「看護等」に４分野に分か

れて採点・審査する。採点方式は標準正規分布に基づく５段階評価（※）を採用

し、複数の選考委員による５段階評価の平均得点で順位を付ける。  

ただし、選考委員と申請者が同一組織 (大学なら同じ研究室、医療機関なら同じ

診療科 )に所属している場合については、当該選考委員は当該申請者の採点を

することができない。  

 

７．受賞者の決定  

選考委員による採点結果をもとに、選考委員会において受賞者を決定する。６

の採点の結果、評価が同じ得点の場合は、選考委員会で受賞者決定の採決を

行う。ただし、申請者と選考委員が同一組織に所属する場合は、当該選考委員

は採決から除外する。  

なお、選考委員会規定は別途定める。  

 

（※）標準正規分布による5段階評価  応募人数に対し、統計学上の正規分布（「5」

＝7％、「4」＝24％、「3」＝38％、「2」＝24％、「1」＝7％）の割合で人数を配

分し、選考委員は配分に応じて評価する。  

 

以 上  


